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「第７回高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」結果（概要版） 

 

１．調査の目的、方法等 

 

（１） 調査の目的 

平成 22 年度において、高齢化問題基礎調査として、日本の高齢者と諸外国の高齢者の生

活意識を把握するため、第７回「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」を実施した。 

本調査は５年ごとに過去６回（昭和 55 年度、60 年度、平成２年度、７年度、12 年度、

17 年度）行ってきており、日本及び外国４か国を対象国として、これらの国々における高

齢者の役割、諸活動及び意識等を調査し、分析（各国間比較、時系列比較）を行い、今後

の高齢社会対策の施策の推進に資することを目的としている。 

 

（２） 調査対象国及び調査対象者 

ア 調査対象国 

この調査は我が国をはじめとする次の５か国を調査対象国とした。 

日本 

アメリカ 

韓国   

ドイツ 

スウェーデン 

 

なお、第 1 回から今回までの調査対象国の推移は次のとおりである。 

 

第１回から第７回までの調査対象国の推移 

  第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回

1980 年 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年

日  本 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

アメリカ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

韓  国 注○   ○ ○ ○ ○ ○ 

ド イ ツ     ○ ○ ○ ○ ○ 

フランス ○         ○   

イギリス ○   ○         

タ  イ ○ ○   ○       

イタリア   ○           

デンマーク   ○           

スウェーデン         ○   ○ 

注）韓国の第１回は、本調査とほぼ同一の質問票を用いた調査を韓国が独自に行った。 

 

イ 調査対象者 

60 歳以上の男女個人（施設入所者は除く） 
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（３） 調査事項及び調査の時期 

ア 調査事項 

（１） 家庭生活に関する事項 

（２） 健康・福祉に関する事項 

（３） 経済生活に関する事項 

（４） 就労に関する事項 

（５） 住宅・生活環境に関する事項 

（６） 社会とのかかわり、生きがいに関する事項 

（７） 不安、関心、満足度に関する事項 

（８） 今後の高齢社会対策に関する事項 

 

イ 調査実施時期 

日  本  ：平成 22 年 12 月～平成 23 年 1 月 

アメリカ  ：平成 22 年 11 月～12 月 

韓  国  ：平成 22 年 10 月～11 月 

ドイツ   ：平成 22 年 10 月～12 月 

スウェーデン：平成 22 年 10 月～11 月 

 

（４） 調査の方法と回収数 

各国とも 1,000 サンプル回収を原則とし、調査員による個別面接聴取調査を行った。 

回収数は以下のとおりである。 

日  本  ：1,183 

アメリカ  ：1,000 

韓  国  ：1,005 

ドイツ   ：1,004 

スウェーデン：1,054 

 

（５） 調査実施機関 

この調査の実査、集計は、株式会社日本リサーチセンターに委託して実施した。 

各国別の調査実施機関は次のとおりである。 

日  本 株式会社  日本リサーチセンター 

アメリカ Kane,Parson’s & Associates,Inc.  
韓  国 Gallup Korea 

ドイツ TNS EMNID 

スウェーデン TNS SIFO 
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（６） 調査の協力者 

本調査は、内閣府政策統括官（共生社会政策担当）が次の学識経験者の協力を得て実施

した。 

 

総括責任者 清家 篤 慶應義塾長 
 秋元 美世 東洋大学社会学部教授 
 池田 心豪 独立行政法人労働政策研究・研修機構 

就業環境・ワークライフバランス部門研究員 
 稲葉 昭英 首都大学東京都市教養学部准教授 
 金  恵媛 山口県立大学国際文化学部准教授 
 斉藤 弥生 大阪大学人間科学研究科准教授 
 重川 純子 埼玉大学教育学部教授 
 杉澤 秀博 桜美林大学大学院老年学研究科教授 
 園田 眞理子 明治大学理工学部教授 
 武川 正吾 東京大学文学部・大学院人文社会系研究科教授 
 塚田 典子 日本大学大学院グローバル・ビジネス研究科教授 
 藤崎 宏子 お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科

教授 
 渡邊 絹子 東海大学法学部准教授 

（総括責任者を除き 50 音順、敬称略） 
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２．調査結果 

 

（１）家庭生活 

 

○日本の高齢男性は、自分を「家計の支え手」と認識している割合が５か国中で最も高い

一方、「家事」を担っていると回答した者の割合は最も低い。 

・「家族の中で果たす高齢者の役割」として「家計の支え手（かせぎ手）である」と回答した男

性は、日本が 53.0％で５か国中最も高い。一方、「家事を担っている」と回答した男性は、日

本が 14.0％で他国（５～７割程度）と比べて突出して低い。 

 

 

Ｑ３「あなたは、ご家族や親族の方々のなかでどのような役割を果たしていますか。」 

 

（表 11）                （同居している家族がいる方に）○付数字は順位（複数回答）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）この質問は第４回までは「ご家族と一緒に暮らしている方」のみを対象としていた。時系列比較のため、第５回以

降は集計で「ご家族と一諸に暮らしている方（Ｆ４で１～９と答えた方）」に限定して数値を算出。 

               

 

 

 
 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　家事を担っている 36.9 37.9 43.5 43.1 40.7 45.1 ①50.2 84.8 88.0 81.6 84.1 76.9 67.0 ①71.8

２　小さな子供の世話をしている 16.1 13.6 15.0 12.5 7.8 4.9 7.8 9.2 12.5 19.8 19.6 14.8 16.7 22.2

３　家族・親族の相談相手に
　　なっている

40.8 40.7 42.8 42.5 26.0 27.1 ②32.9 72.9 80.9 69.7 74.5 49.5 52.4 ②63.1

４　家計の支え手（かせぎ手）である 26.5 26.6 28.8 29.8 26.6 23.8 ③30.6 26.4 26.6 21.6 26.0 59.9 24.3 33.5

５　家族や親族関係の中の長
　　（まとめ役）である

33.5 33.1 30.7 30.3 19.3 25.1 25.5 53.4 61.4 52.4 48.2 50.5 34.4 ③39.6

６　病気や障害を持つ家族・親族の
　　世話や介護をしている

6.4 6.5 7.8 19.9 13.0 17.8

７　その他 20.1 24.6 25.4 26.7 3.1 2.1 0.9 43.8 61.9 16.5 15.9 6.5 0.8 1.3

８　特に役割はない 6.8 7.2 4.1 4.7 21.7 17.0 14.0 - 0.7 2.3 1.0 2.9 9.9 6.3

　　無回答 3.3 6.0 4.9 3.3 - - - 1.4 0.5 1.9 3.4 0.2 - 0.6

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　家事を担っている 51.9 68.2 64.4 55.3 60.4 ①68.1 54.4 56.7 72.7 52.7 ①55.4 85.2 ①65.2

２　小さな子供の世話をしている 36.6 28.9 19.6 10.5 14.0 6.2 12.5 14.0 8.0 7.1 9.3 4.9 3.3

３　家族・親族の相談相手に
　　なっている

43.2 56.8 49.5 16.9 40.7 24.7 52.9 66.8 20.7 27.7 ②28.5 17.1 ③20.6

４　家計の支え手（かせぎ手）である 12.7 19.9 20.3 22.3 35.8 ③27.0 38.1 49.8 39.7 19.0 24.2 59.2 ②26.2

５　家族や親族関係の中の長
　　（まとめ役）である

35.3 45.4 45.8 33.5 63.5 ②49.4 35.6 36.8 39.2 28.0 ③27.1 14.7 10.9

６　病気や障害を持つ家族・親族の
　　世話や介護をしている

5.1 5.0 4.2 13.7 15.4 18.6 8.7 8.5

７　その他 2.3 3.2 5.6 0.1 0.4 0.1 12.2 11.0 2.2 3.4 0.3 0.2 9.4

８　特に役割はない 15.2 8.6 10.0 17.5 8.2 6.7 4.9 1.6 4.5 18.6 17.9 4.2 14.8

　　無回答 - 2.5 1.4 - - - 5.1 2.8 0.3 - 0.3 - -

日本 アメリカ 韓国 ドイツ スウェーデン

全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性

１　家事を担っている 50.2 14.0①83.5 71.8①72.2①71.5 68.1②52.3①83.3 55.4①53.4①57.8 65.2①48.7①88.8

２　小さな子供の世話をしている 7.8 3.2③12.1 22.2 17.3③26.6 6.2 2.8 9.4 9.3 6.5 12.5 3.3 1.5 5.9

３　家族・親族の相談相手に
　　なっている

32.9③37.9②28.4 63.1②61.0②65.0 24.7 30.2③19.5 28.5 29.4②27.5 20.6 15.6②27.6

４　家計の支え手（かせぎ手）である 30.6①53.0 10.0 33.5 47.8 20.4 27.0③36.6 17.7 24.2③42.7 2.4 26.2②31.8③18.2

５　家族や親族関係の中の長
　　（まとめ役）である

25.5②42.1 10.2 39.6③59.3 21.7 49.4①69.3②30.3 27.1②46.0 4.9 10.9 11.2 10.5

６　病気や障害を持つ家族・親族の
　　世話や介護をしている

7.8 6.5 9.1 17.8 12.5 22.6 4.2 3.4 4.9 18.6 13.6③24.4 8.5 5.4 12.9

７　その他 0.9 0.6 1.1 1.3 1.4 1.2 0.1 - 0.2 0.3 - 0.7 9.4 11.5 6.3

８　特に役割はない 14.0 17.6 10.6 6.3 4.7 7.7 6.7 6.7 6.7 17.9 14.5 22.0 14.8③22.5 3.8

　　無回答 - - - 0.6 0.7 0.6 - - - 0.3 0.3 0.3 - - -

（表 12）第７回 （性別）                                  （同居している家族がいる方に）○付数字は順位（複数回答）（％） 
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○日本は、別居している子供と週に１回以上交流している割合が約半数と５か国の中で

最も低いが、時系列で見ると増加傾向にある。 

・別居している子供がいる高齢者が、その子供と会ったり電話等で連絡をとっている頻度は、日

本は週１回以上（「ほとんど毎日」と「週に１回以上」の合計）が約半数にとどまり、５か国

中で最も低い割合となっている。しかし、時系列で見ると、「ほとんど毎日」の人が増加傾向

にある。 

 

 

Ｑ４「別居しているお子さん方とは、どのくらいの頻度で会ったり、電話等で連絡をとっ

たりしていますか。別居しているお子さんが２人以上いる場合は、最もよく会ったり、連

絡をとったりしているお子さんについてお答え下さい。」 

 
（表 13） （別居している子供が１人以上いる方に）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）５の項目は、第２～４回は「ほとんど会わない」。 

この質問は第４回までは「別居している子供が１人以上の方」のみを対象としており、６の選択肢はなかった。時

系列比較のため第５回以降は集計で「別居している子供が１人以上の方（Ｆ５で別居している子供が１人以上の方）」

に限定して数値を算出。 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 14.4 14.3 13.5 16.3 16.7 20.6 15.3 21.2 19.4 36.3 41.1 46.3
２　週に１回以上 19.1 17.2 16.7 30.9 30.1 31.4 35.7 40.8 36.0 45.4 39.4 35.1
３　月に１～２回 33.2 30.0 27.2 33.7 34.9 29.9 18.6 17.9 18.1 11.4 12.5 11.2
４　年に数回 30.0 34.7 37.9 16.9 15.7 15.5 20.6 13.0 19.6 4.1 5.0 4.6
５　ほとんどない 3.3 3.6 4.6 2.0 2.6 2.6 9.6 6.7 6.2 2.4 1.7 2.8
６　別居している子供はいない -     - - -     - -
　　無回答 - 0.1 0.1 0.2     - - 0.2 0.4 0.6 0.5 0.2 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 9.1 6.2 12.1 23.2 17.0 31.2 27.6 35.5 24.3 23.7 38.7 31.1
２　週に１回以上 13.8 20.5 33.4 43.7 44.8 29.4 30.9 40.3 34.0 38.8 44.8 49.1
３　月に１～２回 28.5 33.9 30.8 25.4 26.3 20.2 23.9 11.3 18.1 19.4 11.6 13.8
４　年に数回 46.3 38.0 22.4 6.2 10.0 16.6 13.8 8.9 19.5 16.1 3.5 5.3
５　ほとんどない 2.3 1.4 1.4 1.6 1.9 2.1 3.0 4.0 3.7 2.0 0.9 0.7
６　別居している子供はいない -     - - -     - - - -
　　無回答 - - -     - - 0.5 0.7 - 0.3 - 0.5 -
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○日本では、子供や孫とのつきあい方について、「ときどき会って食事や会話をする」関係

を望む人が増加。 

・「老後における子供や孫とのつきあい」についてみると、日本及び韓国では「子供や孫とは、

いつも一緒に生活できるのがよい」の割合が減少しており、「子供や孫とは、ときどき会って

食事や会話をするのがよい」の割合が増加している。 

 

 

Ｑ５ 老後における子供や孫とのつきあいについて、あなたはどのようにお考えですか。 

 
（表 14） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）５の項目は、第４回まではなかった。 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　子供や孫とは、いつも一緒に
　　生活できるのがよい

59.4 58.0 53.6 54.2 43.5 34.8 33.1 6.5 2.7 3.4 4.0 8.7 14.1 12.6

２　子供や孫とは、ときどき会って
　　食事や会話をするのがよい

30.1 33.7 37.8 38.0 41.8 42.9 46.8 65.5 65.0 72.7 72.6 66.2 65.8 66.5

３　子供や孫とは、たまに会話をする
　　程度でよい

7.1 5.8 6.0 5.6 6.6 14.7 11.2 25.0 30.5 21.1 20.3 20.8 15.4 16.6

４　子供や孫とは、全くつき合わずに
　　生活するのがよい

1.1 1.5 0.9 0.8 0.9 0.6 1.2 0.4 0.3 0.4 0.6 0.5
 
-

0.5

５　わからない 7.0 6.9 7.6 3.6 4.5 3.8

　　無回答 2.3 1.0 1.7 1.4 0.2 0.1 - 2.6 1.5 2.5 2.4 0.3 0.2 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　子供や孫とは、いつも一緒に
　　生活できるのがよい

83.3 61.4 54.6 38.4 29.8 24.9 15.4 13.4 14.9 16.7 15.9 5.0 3.7

２　子供や孫とは、ときどき会って
　　食事や会話をするのがよい

5.7 33.9 38.9 46.2 54.5 55.0 55.3 64.8 60.5 58.2 65.4 64.6 79.7

３　子供や孫とは、たまに会話をする
　　程度でよい

4.2 3.2 5.4 10.4 13.0 14.6 26.4 19.9 14.1 19.7 16.3 24.7 13.2

４　子供や孫とは、全くつき合わずに
　　生活するのがよい

6.0 1.0 0.9 1.0 0.3 1.4 1.6 0.6 0.7 0.2 - 0.1 0.3

５　わからない 4.0 2.5 4.1 9.8 5.0 2.3 5.6 3.1

　　無回答 0.8 0.5 0.2 - - - 1.3 1.3 - 0.2 - - -
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○男性の「心の支え」は配偶者、女性の「心の支え」は子供の割合が高い。 

・男性では、日本、韓国、ドイツ及びスウェーデンで「配偶者あるいはパートナー」（日本 78.8％、

韓国 76.3％、ドイツ 68.5％。スウェーデン 85.8％）の割合が最も高く、アメリカで「子供（養

子を含む）」（61.8％）の割合が最も高い。 

・女性では、いずれの国でも「子供（養子を含む）」（日本 65.0％、アメリカ 75.8％、韓国 66.0％、

ドイツ 61.2％。スウェーデン 70.1％）が最も高い。 

 

 

Ｑ６「あなたにとって心の支えとなっている方はどなたですか。」 

 
（表 15） ○付数字は順位（複数回答）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　配偶者あるいはパートナー 67.0 64.0①65.3 45.0 47.3③46.0

２　子供（養子を含む） 51.4 53.2②57.4 53.6 67.0①69.8

３　子供の配偶者あるいはパートナー 17.9 11.5 9.8 16.9 16.8 22.9

４　孫 23.1 18.4③17.9 17.4 26.9 36.2

５　兄弟・姉妹 18.7 11.4 13.9 17.7 29.9 39.3

６　その他の家族・親族 8.5 6.7 6.8 20.3 21.3 35.0

７　親しい友人・知人 20.0 13.1 15.5 36.0 41.2②46.5

８　その他 2.0 1.2 0.5 3.2 1.5 2.6

９　誰もいない 1.2 1.9 2.7 3.4 3.5 3.2

　　無回答 - - - 0.3 0.2 0.3

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　配偶者あるいはパートナー 54.3 52.7②55.4 49.3 49.0②50.2 55.9①70.9

２　子供（養子を含む） 62.9 62.6①57.1 48.1 50.0①52.0 63.0②59.8

３　子供の配偶者あるいはパートナー 20.0 18.6③10.9 9.5 5.1 6.1 11.7 11.6

４　孫 6.9 7.3 5.7 12.9 10.9 17.9 17.6③25.4

５　兄弟・姉妹 7.0 6.9 4.7 10.6 10.9 12.8 14.7 15.9

６　その他の家族・親族 4.1 3.8 1.7 11.6 11.1 13.9 8.8 12.1

７　親しい友人・知人 7.3 10.6 6.0 27.9 30.9③32.3 26.8 24.8

８　その他 0.4 0.9 0.3 0.9 1.5 1.1 1.1 6.1

９　誰もいない 4.1 4.2 6.2 6.7 7.9 3.8 2.7 0.5

　　無回答 - - - 0.2 0.1 0.3 0.2 -

日本 アメリカ 韓国 ドイツ スウェーデン

全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性

１　配偶者あるいはパートナー 65.3①78.8②54.0 46.0②57.1 37.7 55.4①76.3②39.5 50.2①68.5②36.5 70.9①85.8②55.9

２　子供（養子を含む） 57.4②48.3①65.0 69.8①61.8①75.8 57.1②45.5①66.0 52.0②39.6①61.2 59.8②49.5①70.1

３　子供の配偶者あるいはパートナー 9.8 8.7 10.7 22.9 19.1 25.7 10.9③ 9.0③12.5 6.1 7.2 5.2 11.6 9.1 14.0

４　孫 17.9③18.6 17.4 36.2 26.3③43.6 5.7 5.3 6.0 17.9 14.7 20.3 25.4③20.7 30.1

５　兄弟・姉妹 13.9 11.3 16.0 39.3 33.8 43.4 4.7 4.4 4.9 12.8 10.5 14.6 15.9 12.0 19.9

６　その他の家族・親族 6.8 5.4 7.9 35.0 29.6 39.1 1.7 2.3 1.2 13.9 11.2 16.0 12.1 8.3 15.9

７　親しい友人・知人 15.5 11.9③18.4 46.5③39.2②52.0 6.0 6.4 5.6 32.3③28.4③35.1 24.8 16.4③33.1

８　その他 0.5 0.4 0.6 2.6 2.8 2.5 0.3 0.5 0.2 1.1 1.4 0.9 6.1 4.7 7.5

９　誰もいない 2.7 3.9 1.7 3.2 4.2 2.5 6.2 5.5 6.7 3.8 4.0 3.7 0.5 0.4 0.6

　　無回答 - - - 0.3 0.5 0.2 - - - 0.3 - 0.5 - - -

（表 16）第７回（性別）                               ○付数字は順位（複数回答）（％） 
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（２）健康・福祉 

 

○日本は自分が「健康である」と認識している割合がスウェーデンに次いで高いが、医療

サービスの利用頻度も高い。 

・現在の健康状況が「健康である」と認識している人の割合は、日本（65.4％）はスウェーデン

（68.5％）に次いで高く、時系列でみると上昇傾向にある。 

・日本は、日常生活において「まったく不自由なく過ごせる」人の割合が 89.8％と５か国の中で

最も高く、時系列でみても上昇している。 

・一方、日本では、医療サービスを「月に１回くらい」以上利用している割合が 61.6％で５か国

の中で最も高い。 

 

 

Ｑ７「あなたは、現在、健康ですか。」 

 
（表 17） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　健康である 56.6 53.8 50.7 50.6 52.9 64.4 65.4 62.4 63.6 64.9 67.0 66.7 61.0 61.2

２　あまり健康とはいえないが、
　　病気ではない

28.7 34.4 39.4 37.1 39.2 29.9 28.7 24.1 23.9 22.8 23.3 24.2 32.7 31.4

３　病気がちで、寝込むことがある 11.7 9.9 8.9 10.8 7.2 5.2 5.1 10.5 9.9 7.7 6.8 6.6 6.1 6.6

４　病気で、一日中寝込んでいる 2.2 1.7 0.8 1.4 0.5 0.5 0.4 0.9 0.6 1.2 1.2 0.9 0.2 0.8

　　無回答 0.7 0.3 0.2 - 0.2 - 0.4 2.1 2.0 3.5 1.6 1.7
 
-

-

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　健康である 37.6 27.7 34.4 37.9 43.2 43.2 34.0 35.6 34.2 32.9 33.5 60.4 68.5

２　あまり健康とはいえないが、
　　病気ではない

28.0 30.1 32.4 33.6 34.6 36.0 56.2 54.7 51.0 55.8 57.7 30.5 25.5

３　病気がちで、寝込むことがある 27.5 33.6 27.1 26.7 21.0 20.1 8.3 8.0 12.9 10.6 8.1 8.8 5.7

４　病気で、一日中寝込んでいる 6.5 8.1 6.0 1.8 1.2 0.7 1.1 0.7 1.9 0.6 0.7 0.3 0.3

　　無回答 0.4 0.5 0.2 - - - 0.4 1.0 - 0.1 0.1 - -
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Ｑ８「あなたは日常生活を送る上で、誰かの介助や介護が必要ですか。」 

 

（表 18） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　まったく不自由なく過ごせる 75.3 85.0 89.8 67.5 63.2 63.3

２　少し不自由だが何とか自分ででき
る

21.6 11.5 7.4 21.9 25.2 23.8

３　不自由で、一部ほかの人の世話や
　　介護を受けている

2.4 2.9 2.2 5.2 7.9 9.7

４　不自由で、全面的にほかの人の
　　世話や介護を受けている

0.4 0.6 0.7 1.8 3.6 3.2

　　無回答 0.3 - - 3.7 0.1 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　まったく不自由なく過ごせる 64.9 73.9 67.2 76.0 56.2 60.6 83.3 87.0

２　少し不自由だが何とか自分ででき
る

26.1 22.0 28.9 13.9 27.6 24.6 8.6 6.9

３　不自由で、一部ほかの人の世話や
　　介護を受けている

7.5 3.4 3.1 5.7 12.6 12.3 5.6 3.7

４　不自由で、全面的にほかの人の
　　世話や介護を受けている

0.8 0.7 0.9 3.8 3.4 2.5 2.1 2.4

　　無回答 0.8 - - 0.6 0.2 0.1 0.4 -
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Ｑ11「あなたは、病院や診療所などの医療施設へ通院したり、往診に来てもらうなど、「医

療サービス」を日頃どのくらい利用しますか。」 

 
（表 21） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　ほぼ毎日 1.6 1.2 0.8 0.2 0.2 0.6

２　週に４、５回くらい 0.8 0.8 0.8 0.1 0.2 0.5

３　週に２、３回くらい 5.4 4.0 4.2 0.6 1.3 1.9

４　週に１回くらい 5.9 5.0 3.4 2.0 1.6 1.7

５　月に２、３回くらい 24.3 17.7 13.1 6.8 8.0 6.9

６　月に１回くらい 22.2 28.1 39.3 13.4 15.4 13.0

７　年に数回 18.9 17.7 17.8 71.5 62.4 65.4

８　利用していない 20.9 25.4 20.5 4.8 10.5 10.0

　　無回答 0.1 - 0.1 0.7 0.4 -

（月に１回くらい以上） 61.6 24.6

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　ほぼ毎日 2.9 1.5 0.9 0.9 0.5 1.1 0.2 0.3

２　週に４、５回くらい 1.1 1.9 1.7 0.3 0.3 0.4 0.1 -

３　週に２、３回くらい 4.3 7.0 6.0 1.6 2.0 1.3 0.8 0.5

４　週に１回くらい 6.9 5.7 8.4 3.7 2.9 2.7 1.6 1.7

５　月に２、３回くらい 16.0 15.2 15.2 8.0 9.8 10.5 2.8 3.6

６　月に１回くらい 19.0 25.4 27.0 15.4 17.4 16.9 7.7 8.5

７　年に数回 29.8 33.6 31.6 36.7 40.9 45.1 59.3 71.3

８　利用していない 20.1 9.7 9.3 33.4 26.1 20.1 27.5 14.0

　　無回答 - - - - 0.2 1.9 - -

（月に１回くらい以上） 59.2 32.9 14.6
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○主に介護してもらう相手として、男性は「配偶者」を挙げる人が多く、女性は「配偶者」

のほかに、「ホームヘルパー」や「娘」を挙げる人が多い。 

・「配偶者」を挙げる割合は、各国とも女性に比べ男性のほうが高い。 

・「ホームヘルパー等の介護を職業とする人」を挙げる割合は、各国とも男性に比べ女性のほう

が高い。 

・日本では、「ホームヘルパー等の介護を職業とする人」を挙げる割合が一貫して増加（平成 12

年 10.4％→平成 17 年 13.8％→平成 22 年 15.7％）。 

 

 

Ｑ16「もし、あなたの身体が虚弱になり、在宅で生活するうえで誰かの介護が必要にな

った場合に、主にどのような方に介護をしてもらうことになると思いますか。現在、介

護を受けていらっしゃる方は、どなたに介護してもらっているのかお答え下さい。」 

 
（表 26） ○付数字は順位（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　配偶者あるいはパートナー 46.7 43.5①46.2 36.1 40.6①35.8

２　息子（養子を含む） 8.1 7.2 8.1 6.8 8.8 9.2

３　娘（養女を含む） 9.8 14.8③13.0 22.2 20.6②22.4

４　子供の配偶者あるいはパートナー 8.7 6.9 5.4 2.7 0.5 0.6

５　その他の家族・親族 1.3 2.1 1.6 6.0 5.0 6.7

６　知人・友人 0.3 0.4 0.1 2.9 1.5 2.7

７　ボランティア等の介護を職業としない人 0.7 0.7 0.8 0.1 0.6 0.6

８　ホームヘルパー等の介護を職業とする人 10.4 13.8②15.7 13.8 14.3③12.4

９　その他（具体的に 1.1 1.7 0.8 1.4 1.0 2.0

10　介護してくれる人がいない 1.4 1.7 2.9 2.1 2.2 2.8

11　わからない 11.2 7.2 5.4 5.2 4.9 4.8

　　無回答 0.2 - - 0.8     - -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　配偶者あるいはパートナー 40.7 45.4①47.1 41.5 43.6①45.9 44.9①58.1

２　息子（養子を含む） 29.4 22.2②16.1 8.6 7.8 7.2 3.6 3.8

３　娘（養女を含む） 7.0 7.9③ 8.5 20.7 16.4③15.9 9.2 ③ 6.2

４　子供の配偶者あるいはパートナー 13.5 10.9 3.8 2.1 1.1 1.0 0.7 0.3

５　その他の家族・親族 0.5 0.4 0.1 5.0 4.2 4.6 2.2 2.1

６　知人・友人 0.1 0.2 - 3.6 2.8 3.6 2.3 2.4

７　ボランティア等の介護を職業としない人 0.6 1.6 1.8 1.0 0.7 0.5 0.8 0.1

８　ホームヘルパー等の介護を職業とする人 0.5 1.8 7.4 8.3 13.0②16.5 28.6②23.1

９　その他（具体的に 0.3 0.7 0.7 1.8 0.6 0.3 0.6 1.3

10　介護してくれる人がいない 3.7 4.8 8.4 1.4 3.2 2.7 0.6 1.0

11　わからない 3.8 4.2 6.3 4.7 6.4 1.8 5.8 1.6

　　無回答 - - - 1.3 0.2 - 0.8 -

日本 アメリカ 韓国 ドイツ スウェーデン

全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性 全体 男性 女性

１　配偶者あるいはパートナー 46.2①66.0①29.6 35.8①46.9②27.5 47.1①72.0①28.1 45.9①64.8①31.8 58.1①72.4①44.1

２　息子（養子を含む） 8.1 5.8 10.1 9.2 8.6 9.6 16.1② 8.3②22.1 7.2 4.0 9.6 3.8③ 3.1 4.5

３　娘（養女を含む） 13.0③ 6.1③18.8 22.4②14.5①28.4 8.5 3.2③12.5 15.9③ 6.3②23.1 6.2 2.3③ 9.9

４　子供の配偶者あるいはパートナー 5.4 2.4 7.9 0.6 0.7 0.5 3.8 0.9 6.0 1.0 0.9 1.0 0.3 - 0.6

５　その他の家族・親族 1.6 1.3 1.9 6.7 5.1 7.9 0.1 - 0.2 4.6 1.9 6.6 2.1 1.9 2.2

６　知人・友人 0.1 - 0.2 2.7 3.5 2.1 - - - 3.6 3.3 3.8 2.4 2.1 2.6

７　ボランティア等の介護を職業としない人 0.8 0.6 0.9 0.6 0.2 0.9 1.8 0.2 3.0 0.5 0.5 0.5 0.1 0.2 -

８　ホームヘルパー等の介護を職業とする人 15.7②10.2②20.3 12.4③11.2③13.3 7.4 5.1 9.1 16.5②14.0③18.4 23.1②14.6②31.4

９　その他（具体的に 0.8 0.4 1.2 2.0 1.9 2.1 0.7 0.2 1.1 0.3 - 0.5 1.3 1.2 1.5

10　介護してくれる人がいない 2.9 2.6 3.1 2.8 3.3 2.5 8.4③ 6.0 10.2 2.7 3.3 2.3 1.0 0.8 1.3

11　わからない 5.4 4.6 6.0 4.8 4.2 5.3 6.3 4.1 7.9 1.8 1.2 2.3 1.6 1.3 1.9

　　無回答 - - - - - - - - - - - - - - -

（表 27）第７回（性別） ○付数字は順位（％） 
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（３）経済生活 

 

○日本は経済的に「困っていない」人が 55.5％で、スウェーデンに次いで多い。 

・「経済的に日々の暮らしに困ることがあるか」という質問に対して「困っていない」と回答した人

は、日本では 55.5％となっており、スウェーデン（58.4％）に次いで多い。 

・日本では、「困っていない」人と「あまり困っていない」人を合わせると 82.8％となり、スウェ

ーデン（88.9％）に次いで多い。 

 

 

Ｑ20「あなたは、経済的な意味で、日々の暮らしに困ることがありますか。」 
 

（表 34） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　困っている 3.5 4.0 3.4 3.8 6.0 3.1 4.6 9.9 4.8 3.9 4.5 6.7 3.9 8.0

２　少し困っている 10.2 11.8 15.6 15.9 17.6 11.4 12.6 18.4 13.0 16.3 24.8 24.8 23.7 29.1

３　あまり困っていない 26.0 31.0 41.8 38.5 38.0 28.3 27.3 23.8 21.1 23.9 25.7 27.9 36.1 31.7

４　困っていない 59.1 52.7 38.4 41.5 38.3 57.1 55.5 47.3 60.6 55.1 44.3 39.7 36.1 31.2

　　無回答 1.1 0.4 0.7 0.3 0.1 0.1 - 0.6 0.6 0.9 0.7 0.9 0.2 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　困っている 36.3 28.0 15.8 23.0 18.1 18.6 1.5 1.8 3.2 6.2 5.6 4.9 2.5

２　少し困っている 25.5 31.7 32.8 38.6 31.5 33.9 5.7 6.3 16.2 23.7 17.9 22.1 8.6

３　あまり困っていない 30.4 33.7 44.1 31.8 39.0 36.2 24.8 28.2 46.6 36.8 37.3 44.6 30.5

４　困っていない 7.4 6.5 7.1 6.6 11.4 11.2 67.9 63.0 34.1 33.3 38.4 28.5 58.4

　　無回答 0.4 0.1 0.2 - - - 0.2 0.7 - 0.1 0.8 - -
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（４）就労 

 

○日本、韓国、アメリカでは、現在、収入の伴う仕事をしている高齢者が就労の継続を   

希望する割合が８割を超えている。 

・現在、収入の伴う仕事をしている高齢者が、就労の継続を希望する割合は、日本（87.3％）、アメ

リカ（85.8％）、韓国（88.1％）が高く、その理由は「収入がほしいから」（日本 43.8％、アメリ

カ 49.2％、韓国 64.5％）の割合が高い。 

・ドイツ（65.3％）、スウェーデン（70.0％）は、ほかの３か国に比べて就労の継続を希望する割合

が低く、就労継続を希望する理由は、「仕事そのものが面白いから、自分の活力になるから」（ド

イツ 51.5％、スウェーデン 51.5％）の割合が最も高い。 

 

 

Ｑ26「あなたは、今後も収入の伴う仕事を続けたいと思いますか。それとも辞めたいと思

いますか。」 

 
（表 43） （収入の伴う仕事をしていると答えた方に）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

就労継続希望者 94.4 90.6 91.7 89.4 90.1 87.5 87.3 87.2 90.6 95.2 90.0 86.1 87.8 85.8

韓　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
５
回

第
７
回

就労継続希望者 69.2 65.6 79.9 82.8 90.6 88.1 87.5 69.4 91.1 63.1 65.3 82.2 70.0



 

－ 14 － 

  

Ｑ27「あなたが収入の伴う仕事を続けたいと思われるのは主にどのような理由からです

か。」 

 
（表 44） （現在、収入の伴う仕事をしていて、今後も収入の伴う仕事を続けたいと答えた方に）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）２の項目は、第４回までは「仕事そのものが面白いから」。 

４の項目は、第４回までは「働くのは体によいから」。 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　収入がほしいから 38.7 38.9 43.9 45.8 40.8 42.7 43.8 35.4 36.8 41.9 47.0 27.6 60.0 49.2

２　仕事そのものが面白いから、自分の
　　活力になるから

12.2 8.1 11.0 11.1 19.8 24.6 20.7 43.9 40.4 29.1 35.9 44.7 27.7 34.3

３　仕事を通じて友人や、仲間を得ることが
　　できるから

7.5 7.6 10.2 11.6 5.7 4.7 8.3 3.3 3.1 8.4 3.5 2.5     - -

４　働くのは体によいから、老化を防ぐから 38.1 42.0 32.9 27.2 28.9 25.9 25.8 14.2 17.6 16.8 9.1 17.6 11.5 13.7

５　その他 2.7 3.3 1.7 3.7 4.5 2.2 1.1 3.3 2.1 2.2 2.5 2.5 0.4 2.8

　　無回答 0.9 - 0.3 0.5 0.3 - 0.3 - - 1.7 2.0 5.0 0.4 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　収入がほしいから 67.2 65.0 62.4 64.0 63.4 64.5 28.6 41.9 40.2 43.7 38.6 40.8 28.6

２　仕事そのものが面白いから、自分の
　　活力になるから

15.2 7.8 12.4 15.6 20.1 19.1 51.8 46.5 38.0 42.3 51.5 47.5 51.5

３　仕事を通じて友人や、仲間を得ることが
　　できるから

1.5 1.0 - 0.4 - - 5.4 - - - 0.8 1.7 1.7

４　働くのは体によいから、老化を防ぐから 15.2 19.4 25.2 20.0 15.8 16.2 12.5 4.7 19.6 11.3 8.3 9.2 13.0

５　その他 1.0 6.8 - - 0.8 0.3 - 7.0 2.2 2.1 - 0.8 5.2

　　無回答 - - - - - - 1.8 - - 0.7 0.8 - -
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○現在仕事をしていない人で「60 歳代前半」までに仕事を辞めた割合は、男性が過半数、

女性が７割超。 

・現在、仕事をしていない人が仕事を辞めた年齢は、日本の男性は「60 歳代前半」（44.6％）が最

も多く、「60 歳代前半」までに辞めた人が過半数を占めている。日本の女性は、「50 歳代」

（28.4％）と「60 歳代前半」（26.6％）が拮抗しており、「60 歳代前半」までに辞めた人が７割

を超えている。 

 

Ｑ28「あなたが収入の伴う仕事を辞めたのは何歳のときですか。 

 
（表 45） （収入の伴う仕事をしたことがあるが、現在は仕事をしていないと答えた方に）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

実際の退職年齢
第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

１ ２０歳代ないしはそれ以前 1.9 3.5 4.7 4.8 4.2 4.3 3.5 6.5 3.2 5.4 4.3 2.5 2.3 2.1

２ ３０歳代 2.7 1.2 2.7 3.1 2.7 1.2 2.6 2.6 3.1 3.1 2.2 1.2 2.5 1.6

３ ４０歳代 5.8 4.6 7.4 6.9 3.7 2.8 3.4 5.6 6.1 5.2 6.6 4.5 4.2 3.7

４ ５０歳代 26.5 26.0 30.6 24.8 23.9 21.5 20.0 17.5 22.0 24.1 22.7 23.0 21.6 21.2

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 36.8 34.0 30.1 29.5 35.2 41.8 34.5 31.6 33.6 31.2 33.1 36.0 41.3 39.6

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 17.3 19.0 17.4 19.0 17.1 15.8 20.9 25.1 22.4 20.5 20.7 23.9 22.2 21.5

７ ７０歳以降 8.6 11.0 4.9 10.0 11.9 12.4 12.8 10.1 8.5 9.0 8.0 7.8 3.8 9.3

   無回答 0.2 0.8 2.2 1.9 1.3 0.2 2.3 1.0 0.9 1.6 2.4 1.2 2.2 0.9

１ ２０歳代ないしはそれ以前 - - 1.6 0.9 0.4 0.5 - 0.7 - 0.7 0.3 - - 0.3

２ ３０歳代 - 0.4 - 0.9 0.4 - - - 0.3 0.3 0.7 0.7 1.2 0.3

３ ４０歳代 1.3 1.2 1.6 1.7 1.1 0.5 1.0 3.1 2.9 3.3 1.3 1.3 2.7 2.7

４ ５０歳代 17.4 19.3 19.3 13.9 14.8 9.8 9.1 11.1 17.8 19.9 20.7 21.1 18.5 17.9

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 42.0 38.9 43.2 40.7 42.6 49.8 44.6 35.9 42.0 37.7 36.5 38.8 43.8 40.2

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 26.3 25.4 24.0 27.7 23.6 20.9 29.2 36.2 27.7 25.8 28.9 29.1 27.3 26.1

７ ７０歳以降 12.9 14.3 9.4 12.6 15.5 18.1 14.4 12.5 8.9 11.3 9.9 7.4 3.8 11.7

１ ２０歳代ないしはそれ以前 3.5 6.5 7.0 7.4 7.4 7.2 6.2 10.7 5.5 8.5 7.3 4.3 3.9 3.4

２ ３０歳代 4.8 1.8 4.7 4.6 4.8 2.2 4.7 4.6 5.1 4.9 3.4 1.5 3.4 2.6

３ ４０歳代 9.3 7.6 11.7 10.3 6.0 4.7 5.2 7.4 8.5 6.5 10.5 6.9 5.3 4.5

４ ５０歳代 33.6 31.9 39.1 32.1 31.5 30.6 28.4 22.1 25.1 27.0 24.1 24.5 23.7 23.8

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 32.9 29.7 20.3 22.1 28.9 35.6 26.6 28.4 27.6 26.7 30.7 33.9 39.5 39.2

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 10.4 13.4 12.5 13.2 11.6 11.9 14.5 17.0 18.6 16.9 14.6 19.9 18.7 18.0

７ ７０歳以降 5.2 8.0 1.6 8.3 8.9 7.9 11.6 8.4 8.3 7.4 6.6 8.2 3.7 7.4

全
　
体

男
　
性

女
　
性

韓　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

実際の退職年齢
第
１
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
５
回

第
７
回

１ ２０歳代ないしはそれ以前 0.9 1.2 0.9 1.3 0.6 0.9 9.5 7.3 4.2 4.0 2.8 0.2 -

２ ３０歳代 2.7 1.0 1.1 1.3 0.9 1.9 4.6 3.7 1.6 2.7 2.8 0.5 0.2

３ ４０歳代 9.3 7.0 8.1 7.2 3.4 3.0 6.8 5.1 3.9 3.2 3.2 1.5 1.0

４ ５０歳代 34.9 28.8 28.1 28.5 25.3 21.6 27.9 30.0 27.9 26.7 27.3 13.3 10.2

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 31.9 31.7 30.9 35.1 37.7 39.7 35.9 38.6 41.3 38.1 45.6 38.5 43.7

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 13.1 16.5 19.7 17.0 20.8 20.2 11.9 12.6 15.4 10.3 16.2 44.7 43.0

７ ７０歳以降 7.0 12.3 10.7 7.8 9.4 12.8 1.5 1.7 5.7 1.5 2.1 1.1 1.9

   無回答 0.1 1.4 0.5 1.8 1.9 - 1.9 1.1 - 13.6 - 0.2 -

１ ２０歳代ないしはそれ以前 0.9 0.4 1.0 0.5 - - 1.5 1.1 - 0.3 0.6 -

２ ３０歳代 0.9 0.4 0.5 - - 0.6 - - 1.0 0.3 0.3 0.3

３ ４０歳代 6.0 3.6 5.0 0.5 2.2 2.8 1.8 0.8 1.3 0.9 0.6 0.7

４ ５０歳代 25.5 21.9 22.0 24.3 12.3 24.5 30.5 25.9 27.0 24.6 9.5 12.0

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 28.7 34.0 39.0 37.0 47.5 47.3 43.7 42.0 40.3 47.9 38.5 44.7

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 19.4 24.3 21.0 24.3 25.1 20.1 19.8 24.5 15.3 22.7 48.0 40.2

７ ７０歳以降 17.1 14.6 9.0 11.6 12.8 2.2 1.5 5.7 2.0 3.2 2.2 2.1

１ ２０歳代ないしはそれ以前 1.5 1.3 1.5 0.7 1.6 15.7 11.1 6.4 6.7 4.5 - -

２ ３０歳代 1.1 1.6 1.8 1.4 3.2 7.2 6.1 2.7 3.8 4.5 0.7 -

３ ４０歳代 7.8 11.5 8.5 5.4 3.6 9.5 7.3 6.0 4.5 4.8 2.2 1.2

４ ５０歳代 31.5 33.0 32.3 25.9 28.2 30.1 29.6 29.4 26.5 29.3 16.3 8.6

５ ６０歳代前半（６０～６４歳） 34.1 28.5 32.8 38.1 34.1 28.5 35.2 40.9 36.5 43.9 38.4 42.8

６ ６０歳代後半（６５～６９歳） 14.1 16.0 14.7 18.3 16.7 6.6 7.9 8.9 6.9 11.6 42.1 45.5

７ ７０歳以降 8.5 7.7 7.0 7.9 12.7 1.0 1.8 5.6 1.1 1.4 0.2 1.8

男
　
性

女
　
性

全
　
体



 

－ 16 － 

  

○現在仕事をしていない高齢者が仕事をしたい理由は、日本は｢収入が欲しいから｣が過半

数。また、「老化を防ぐ」と「友人や仲間を得る」が５か国の中で最も高く、「仕事その

ものが面白い」は最も低い。 

・現在は仕事をしていない高齢者が、今後収入の伴う仕事をしたい理由は、スウェーデンを除く４

か国で、｢収入が欲しいから｣（日本 53.3％、アメリカ 46.1％、韓国 68.8％、ドイツ 47.3％）の

割合が最も高く、特に、韓国では約７割を占めている。 

・日本は、「働くのは体によいから、老化を防ぐから」（22.1％）、「仕事を通じて友人や、仲間を得

ることができるから」（13.1％）が５か国の中で最も高く、「仕事そのものが面白いから、自分の

活力になるから」（9.8％）は５か国の中で最も低い。 

 

 

Ｑ30「あなたが収入の伴う仕事をしたいと思われるのは主にどのような理由からですか。」 

 
（表 47） （現在は仕事をしていないが今後収入を伴う仕事をしたいと答えた方に）（％） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）２の項目は、第４回までは「仕事そのものが面白いから」。 

４の項目は、第４回までは「働くのは体によいから」。 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　収入がほしいから 38.7 37.7 43.2 35.9 36.6 47.5 53.3 26.7 23.8 31.3 38.5 23.4 36.9 46.1

２　仕事そのものが面白いから、自分の
    活力になるから

7.7 4.5 4.7 4.6 14.6 13.8 9.8 32.8 27.1 28.8 37.2 46.9 17.5 25.2

３　仕事を通じて友人や、仲間を得る
    ことができるから

16.1 14.3 8.1 26.8 12.2 7.5 13.1 27.2 24.8 14.9 10.3 3.1 16.5 3.5

４　働くのは体によいから、老化を防ぐから 29.8 37.0 39.9 29.4 33.3 31.3 22.1 10.8 21.9 19.7 8.3 19.5 27.2 17.4

５　その他 3.0 4.5 2.0 3.3 2.4 - 1.6 2.6 1.4 5.3 2.6 3.1     - 7.8

　　無回答 4.8 1.9 2.0 - 0.8 - - - 1.0 - 3.2 3.9 1.9 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　収入がほしいから 69.7 62.4 51.3 50.7 63.2 68.8 15.2 33.3 31.3 48.8 47.3 19.0 23.3

２　仕事そのものが面白いから、自分の
    活力になるから

8.1 11.4 17.1 21.3 19.2 14.4 54.3 42.3 42.0 36.6 35.1 46.0 48.9

３　仕事を通じて友人や、仲間を得る
    ことができるから

5.1 2.7 2.6 1.8 0.5 0.6 4.3 1.3 7.1 - - 14.0 3.0

４　働くのは体によいから、老化を防ぐから 12.2 18.3 27.8 26.2 17.0 13.8 17.4 10.3 19.6 8.5 13.5 21.0 14.3

５　その他 4.3 4.9 0.4 - - 2.5 6.5 9.0 - 1.2 2.7 - 10.5

　　無回答 0.5 0.4 0.9 - - - 2.2 3.8 - 4.9 1.4 - -
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○高齢者の３人に１人は、「望ましい退職年齢」を 70 歳以上と考えている。 

・日本では、「望ましい退職年齢」を「70歳ぐらい」以上とする人が増加し 36.0％（平成 12年 30.2％、

平成 17 年 33.5％）を占めており、特に男性では 45.9％と半数近くを占めている。 

・これは欧米諸国（アメリカ 17.8％、ドイツ 2.7％、スウェーデン 2.0％）と比べて高い割合。 

 

Ｑ32「普通、収入の伴う仕事から離れるのは何歳ぐらいがよいと思いますか。 

「男性の場合」と「女性の場合」それぞれについて１つずつあげて下さい。」 
  

（表 49）  （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　４０歳代ないしはそれ以前 0.2  0.1  0.1  0.1  - - 0.2  0.9  0.5  0.1  0.4  -

２　５０歳ぐらい 0.1  0.8  - 0.1  - 0.1  1.0  1.4  1.8  1.2  2.6  0.9  

３　５５歳ぐらい 1.4  1.6  0.3  0.3  0.2  0.3  3.9  4.9  4.6  5.0  4.1  3.6  

４　６０歳ぐらい 13.2 11.8 10.8 11.1 11.0 7.4  17.8 17.9 16.7 16.2 15.7 15.4 

５　６５歳ぐらい 37.9 38.7 42.8 40.3 38.5 42.1 36.5 38.4 42.3 45.3 47.9 45.9 

６　７０歳ぐらい 28.7 30.9 28.9 31.3 32.7 33.0 17.6 13.3 12.8 15.5 14.4 16.5 

７　７５歳ぐらい 7.9  7.1  8.9  7.7  7.8  9.0  4.2  3.6  3.0  2.5  3.4  4.5  

８　８０歳ぐらい 1.4  1.7  2.1  2.8  3.6  3.9  1.5  1.3  1.3  0.8  0.8  0.9  

９　その他 4.9  3.3  3.0  5.8  5.3  3.9  17.4 11.6 6.7  8.1  10.5 12.3 

　　無回答 4.2  4.1  3.1  0.6  0.8  0.3  - 6.8  10.2 5.4  0.2  -

１　４０歳代ないしはそれ以前 5.6  4.6  3.3  1.6  0.2  0.7  1.0  2.5  3.0  0.7  1.3  0.1  

２　５０歳ぐらい 9.0  8.4  4.8  3.5  2.6  2.1  3.2  4.0  4.2  2.6  4.0  2.4  

３　５５歳ぐらい 12.8 11.2 9.1  5.4  4.8  4.5  7.8  7.1  8.4  7.4  6.7  4.8  

４　６０歳ぐらい 29.1 29.3 32.0 29.9 28.3 27.6 25.9 27.7 24.0 23.6 19.5 21.9 

５　６５歳ぐらい 18.4 24.5 26.5 34.9 34.9 34.4 30.3 26.1 30.5 37.2 43.4 44.5 

６　７０歳ぐらい 10.8 10.3 11.5 14.2 17.6 19.4 10.5 8.8  8.1  12.0 11.6 9.9  

７　７５歳ぐらい 2.6  2.4  3.6  3.3  3.6  5.1  2.3  2.8  1.8  2.0  2.3  2.9  

８　８０歳ぐらい 0.6  0.6  1.2  1.0  1.5  1.4  1.3  1.0  0.9  0.9  0.7  0.8  

９　その他 5.6  3.3  2.9  5.3  5.0  4.4  17.6 11.2 6.8  7.8  10.3 12.7 

　　無回答 5.6  5.6  5.0  1.0  1.5  0.4  0.1  8.8  12.2 5.9  0.2  -

１　４０歳代ないしはそれ以前 2.9  2.4  1.7  0.9  0.1  0.4  0.6  1.7  1.8  0.4  0.9  0.1  

２　５０歳ぐらい 4.6  4.6  2.4  1.8  1.3  1.1  2.1  2.7  3.0  1.9  3.3  1.7  

３　５５歳ぐらい 7.1  6.4  4.7  2.9  2.5  2.4  5.9  6.0  6.5  6.2  5.4  4.2  

４　６０歳ぐらい 21.2 20.6 21.4 20.5 19.7 17.5 21.9 22.8 20.4 19.9 17.6 18.7 

５　６５歳ぐらい 28.2 31.6 34.7 37.6 36.7 38.3 33.4 32.3 36.4 41.3 45.7 45.2 

６　７０歳ぐらい 19.8 20.6 20.2 22.8 25.2 26.2 14.1 11.1 10.5 13.8 13.0 13.2 

７　７５歳ぐらい 5.3  4.8  6.3  5.5  5.7  7.1  3.3  3.2  2.4  2.3  2.9  3.7  

８　８０歳ぐらい 1.0  1.2  1.7  1.9  2.6  2.7  1.4  1.2  1.1  0.9  0.8  0.9  

９　その他 5.3  3.3  3.0  5.6  5.2  4.2  17.5 11.4 6.8  8.0  10.4 12.5 

　　無回答 4.9  4.9  4.1  0.8  1.2  0.4  0.1  7.8  11.2 5.7  0.2  -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　４０歳代ないしはそれ以前 0.3  0.2  0.3  - - 0.9  0.3  - 0.3  - - 0.2  

２　５０歳ぐらい 3.0  1.2  1.4  0.3  0.1  2.1  1.4  0.5  0.2  0.1  0.4  0.3  

３　５５歳ぐらい 4.0  2.1  1.8  0.9  0.1  6.3  6.9  4.0  2.4  1.4  2.3  1.6  

４　６０歳ぐらい 25.1 16.0 12.8 9.1  6.2  49.4 43.1 47.0 34.4 29.7 45.8 26.8 

５　６５歳ぐらい 20.7 24.9 29.6 18.7 15.7 36.8 44.8 42.2 53.5 62.4 42.3 50.9 

６　７０歳ぐらい 25.6 31.4 32.1 38.3 36.8 2.5  2.1  2.2  4.6  3.2  3.4  2.3  

７　７５歳ぐらい 4.2  9.8  8.7  13.9 21.3 0.6  0.1  1.5  0.4  0.6  0.4  -

８　８０歳ぐらい 1.8  5.7  5.9  10.2 14.8 0.1  - 0.3  - - - 0.1  

９　その他 12.7 1.0  7.5  8.4  5.0  0.6  0.5  2.3  2.9  1.9  5.5  17.9 

　　無回答 2.6  7.8  - 0.2  - 0.7  0.8  - 1.3  0.8  - -

１　４０歳代ないしはそれ以前 4.8  4.6  4.5  1.4  0.1  5.6  3.9  0.9  0.1  0.1  0.2  0.1  

２　５０歳ぐらい 7.6  9.2  6.5  3.4  1.4  7.0  6.1  3.6  2.2  1.9  1.1  0.3  

３　５５歳ぐらい 8.0  6.7  8.3  4.3  5.3  33.0 24.5 25.9 14.3 10.1 5.0  2.8  

４　６０歳ぐらい 31.6 25.4 27.4 20.7 16.5 44.6 55.3 57.2 62.4 61.7 52.6 33.6 

５　６５歳ぐらい 16.8 22.1 22.0 22.8 21.1 8.1  8.5  8.0  16.7 22.4 33.2 44.9 

６　７０歳ぐらい 14.6 16.7 17.0 25.7 27.8 0.6  0.4  2.0  1.1  1.3  2.4  1.5  

７　７５歳ぐらい 1.1  4.5  4.3  8.5  12.5 0.2  0.1  0.1  - 0.2  0.1  -

８　８０歳ぐらい 0.9  3.1  4.0  6.1  10.8 - - 0.1  - - - 0.1  

９　その他 11.9 0.9  6.2  6.9  4.5  0.4  0.6  2.2  2.7  1.9  5.4  16.7 

　　無回答 2.7  6.9  - 0.1  - 0.6  0.6  - 0.6  0.5  - -

１　４０歳代ないしはそれ以前 2.6  2.4  2.4  0.7  0.1  3.3  2.1  0.5  0.2  0.1  0.1  0.2  

２　５０歳ぐらい 5.3  5.2  4.0  1.9  0.8  4.6  3.8  2.1  1.2  1.0  0.8  0.3  

３　５５歳ぐらい 6.0  4.4  5.1  2.6  2.7  19.7 15.7 15.0 8.4  5.8  3.7  2.2  

４　６０歳ぐらい 28.4 20.7 20.1 14.9 11.4 47.0 49.2 52.1 48.4 45.7 49.2 30.2 

５　６５歳ぐらい 18.8 23.5 25.8 20.8 18.4 22.5 26.7 25.1 35.1 42.4 37.8 47.9 

６　７０歳ぐらい 20.1 24.1 24.6 32.0 32.3 1.6  1.3  2.1  2.9  2.3  2.9  1.9  

７　７５歳ぐらい 2.7  7.2  6.5  11.2 16.9 0.4  0.1  0.8  0.2  0.4  0.3  -

８　８０歳ぐらい 1.4  4.4  5.0  8.2  12.8 0.1  - 0.2  - - - 0.1  

９　その他 12.3 1.0  6.9  7.7  4.8  0.5  0.6  2.3  2.8  1.9  5.5  17.3 

　　無回答 2.7  7.4  - 0.2  - 0.7  0.7  - 1.0  0.7  - -

女
性
の
場
合

男
女
平
均

男
性
の
場
合

女
性
の
場
合

男
女
平
均

男
性
の
場
合
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（５）住宅・生活環境 

 

○日本の高齢者が考える「地域の問題点」の多くは、「移動」に関する事項。 

・高齢者が感じる「地域の問題点」は、日本では回答が多い順に「日常の買い物に不便」（14.9％）、

「公共交通機関が整備されていない」（10.8％）、「医院や病院への通院に不便」（9.6％）とな

っており、いわゆる「買い物弱者（買い物難民）」の問題をはじめとした「移動」に関する事

項の割合が高くなっている。 

 

 

Ｑ37「あなたがお住まいの地域では、どのような問題を感じていますか。」 

（表 54）                                                                      ○付数字は順位（複数回答）（％） 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　日常の買物に不便である 16.9 20.6 17.6 13.5①14.9 15.9 18.5 11.4 7.7 7.6

２　医院や病院への通院に不便である 21.2 22.9 16.3 10.7③ 9.6 12.0 10.8 7.0 5.9 5.9

３　図書館や集会施設などの公共施設
    が不足している

11.1 9.7 6.6 3.7 4.2 13.6 14.1 4.5 2.9 3.6

４　バス、電車などの公共交通機関が
　  整備されていない

11.5 8.4②10.8 15.9 11.6①13.1

５　集会施設、役所、商店など公共的
    建物が高齢者には使いにくい

6.5 6.3 3.8 3.7 3.3 9.8 10.6 5.5 3.0 3.2

６　交通機関が高齢者には利用しにくい 16.2 17.7 11.5 7.5 8.6 31.0 37.2 10.9 7.9③ 9.9

７　近隣道路が整備されていない 8.4 6.4 6.6 5.9 3.8 14.0 15.6 11.0 8.0 9.7

８　散歩に適した公園や道路がない 20.1 16.7 12.3 7.2 6.7 14.2 15.4 9.3 6.1 8.2

９　騒音や大気汚染など環境が悪い 18.6 13.5 11.2 7.6 6.8 7.7 13.3 8.6 4.8 6.3

10　盗難や放火などの犯罪が心配 7.1 6.3 8.3 9.5 4.9 28.0 31.7 16.0 10.4②12.4

11　水害、地震など自然災害に弱い 10.5 20.2 7.3 6.5 5.3 4.5 10.6 7.5 3.3 3.7

12　その他 3.6 3.4 3.1 3.9 1.3 2.7

13　何も問題を感じていない 33.7 33.0 44.8 53.6 55.5 21.8 17.8 54.0 67.5 59.9

　　無回答 1.5 0.6 0.1 0.1 - 15.6 8.1 0.3     - 3.0

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　日常の買物に不便である 28.9 16.7 10.4 7.3 6.9 17.8 21.5 14.6 18.9①19.7 6.2 ①9.5

２　医院や病院への通院に不便である 45.5 28.7 17.2 14.3②12.0 20.9 24.6 10.1 8.6③10.6 4.6 2.7

３　図書館や集会施設などの公共施設
    が不足している

28.4 20.4 5.9 7.1 3.1 9.0 12.7 7.9 7.4 6.6 3.7 3.4

４　バス、電車などの公共交通機関が
　  整備されていない

15.0 12.8③ 8.1 8.7 8.0②11.4 7.2 ②6.5

５　集会施設、役所、商店など公共的
    建物が高齢者には使いにくい

26.9 19.4 6.0 6.9 3.2 6.7 9.1 5.4 7.5 7.8 1.6 2.3

６　交通機関が高齢者には利用しにくい 45.2 35.6 19.8 16.9①13.5 18.4 22.8 8.7 7.7 10.2 5.5 4.8

７　近隣道路が整備されていない 23.6 13.1 6.6 5.6 3.7 3.8 8.2 6.6 6.6 7.2 3.9 4.7

８　散歩に適した公園や道路がない 27.5 22.1 7.1 10.2 7.6 5.9 10.4 5.5 4.4 5.1 1.7 1.4

９　騒音や大気汚染など環境が悪い 20.6 18.5 9.1 9.6 5.1 6.3 7.9 4.5 7.5 8.4 2.9 ③6.2

10　盗難や放火などの犯罪が心配 22.2 11.0 4.3 3.8 2.1 8.7 19.5 10.7 5.4 6.2 6.7 ③6.2

11　水害、地震など自然災害に弱い 20.8 7.4 2.2 2.2 0.2 1.6 1.9 0.4 1.3 1.0 0.2 0.2

12　その他 2.5 2.7 1.9 1.9 2.2 1.0 0.6 3.7

13　何も問題を感じていない 14.0 32.6 54.7 60.5 68.8 50.7 37.1 62.1 61.2 58.0 75.8 71.1

　　無回答 0.3 - - - 0.2 0.4 1.0 0.3 0.2 - - -  
    

 

注）４と 12 の項目は、第３回 第４回はなかった。 

６の項目は、第４回は「交通機関が高齢者には使いにくい、又は整備されていない」。 

10 の項目は、第４回は「ぬすみや放火などの犯罪が心配」。 
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○身体機能が低下して介助が必要となった場合でも、自宅に留まりたい人が７割弱。その中

でも、「改築の上、自宅に留まりたい」人が増加。 

・日本では、身体機能が低下して、車いすや介助者が必要となった場合でも、「自宅に留まりたい」

人が 66.4％。その中でも、「改築の上、自宅に留まりたい」人が増加（平成 17 年 16.5％→平成

22 年 20.2％）。 

・各国とも、「自宅に留まりたい」人が６割～８割弱を占める。 

・日本では、「病院に入院したい」の割合が微減（平成 17 年 7.2％→平成 22 年 5.7％）となり、「老

人ホームへ入居したい」の割合が微増（平成 17 年 12.5％→平成 22 年 13.9％）。 

 

 

Ｑ40「もし、あなたの身体の機能が低下して、車いすや介助者が必要になった場合、自宅

に留まりたいですか。それともどこかへ引っ越したいですか。現在、車いすや介助者を必

要としている場合は、ご希望をお答え下さい。」 

 
（表 57） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）２の項目は、第５回まではなかった。 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　現在のまま自宅に留まりたい 59.1 62.4 59.9 50.5 46.2 70.9 66.6 71.4 38.4 42.6

２　改築の上、自宅に留まりたい 16.5 20.2 38.9 35.1

３　子供の住宅へ引っ越したい 3.8 2.5 2.5 3.6 2.2 5.5 6.8 7.9 5.5 4.9

４　高齢者用住宅へ引っ越したい 7.6 5.6 8.0 5.9 7.8 7.5 7.5 9.2 12.8 12.2

５　老人ホームへ入居したい 7.8 8.6 11.8 12.5 13.9 9.5 10.1 3.2 1.4 1.5

６　病院に入院したい 19.4 17.6 14.2 7.2 5.7 0.5 0.2 0.2 0.2 0.4

７　その他 1.8 2.6 2.9 2.9 2.1 2.3 3.1 4.3 2.7 3.0

　　無回答 0.6 0.7 0.5 1.0 1.9 3.9 5.6 3.9 0.1 0.3

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　現在のまま自宅に留まりたい 57.3 64.1 60.9 52.8 52.7 74.7 72.9 65.4 40.0 44.8 59.1 18.5

２　改築の上、自宅に留まりたい 18.5 17.6 30.5 31.7 47.5

３　子供の住宅へ引っ越したい 13.5 16.4 12.3 6.2 2.2 6.1 6.7 4.9 4.7 4.9 0.7 0.2

４　高齢者用住宅へ引っ越したい 0.9 1.8 7.9 7.5 9.6 7.1 7.7 14.0 17.7 13.5 28.5 22.1

５　老人ホームへ入居したい 2.6 5.4 6.8 6.9 11.6 8.5 8.2 12.6 4.7 1.4 5.8 2.2

６　病院に入院したい 19.3 10.2 10.4 4.8 2.0 1.0 0.4 0.1 0.1 - 0.1 0.1

７　その他 3.4 2.1 0.5 2.8 3.2 2.0 2.9 3.1 2.2 2.6 5.8 9.4

　　無回答 3.0 - 1.2 0.5 1.1 0.5 1.2 - 0.2 1.1 - -
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（６）社会とのかかわり、生きがい 

 

○日本では、会話の頻度は「ほとんど毎日」が９割近くを占める。 

・電話や電子メール、ファックス等も含めて人と会話をする頻度は、「ほとんど毎日」の割合が

88.3％で、アメリカ（90.0％）に次いで高い。 

 

 

Ｑ43a「あなたは、ふだんどの程度、人（同居の家族、ホームヘルパー等を含む）と話をし

ますか。電話や電子メール、ファックス等も含めてお答え下さい。」 

 

（表 60）                                                （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 88.3 90.0

２　週に４、５回 3.7 4.9

３　週に２、３回 3.6 2.5

４　週に１回 1.0 0.6

５　ほとんどない 3.4 2.0

　　無回答 0.1 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 68.5 83.4 86.0

２　週に４、５回 8.1 7.4 5.0

３　週に２、３回 6.8 4.9 5.4

４　週に１回 5.3 1.3 1.5

５　ほとんどない 11.4 2.3 2.1

　　無回答 - 0.8 -
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○日本は、「同居の家族以外に頼れる人」として「友人」、「近所の人」を挙げる人の割合が

５か国中で最も低い。 

・各国とも「同居の家族以外に頼れる人」として、「別居の家族・親族」（日本 60.9％、アメリカ

63.6％、韓国 53.7％、ドイツ 73.7％、スウェーデン 58.6％）を挙げる人の割合が最も高い。 

・「友人」を挙げる割合は、日本（17.2％）と韓国（18.3％）は、欧米３か国（アメリカ 44.6％、

ドイツ 40.7％、スウェーデン 34.9％）より低くなっている。 

・「近所の人」を挙げる割合は、日本は 18.5％と、他の４か国（アメリカ 23.7％、韓国 23.1％、

ドイツ 38.2％、スウェーデン 26.5％）より低くなっている。 

・頼れる人が「いない」割合は、特に日本（20.3％）と韓国（20.0％）で高くなっている。 

 

 

Ｑ44「あなたは、病気のときや、一人ではできない日常生活に必要な作業（電球の交換や

庭の手入れなど）が必要なとき、同居の家族以外に頼れる人がいますか。」 

 

（表 62）                                                                                    （複数回答）（％） 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　別居の家族・親族 60.9 63.6

２　友人 17.2 44.6

３　近所の人 18.5 23.7

４　その他 3.3 6.4

５　いない 20.3 10.5

　　無回答 - 1.8

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　別居の家族・親族 53.7 73.7 58.6

２　友人 18.3 40.7 34.9

３　近所の人 23.1 38.2 26.5

４　その他 6.8 2.9 7.5

５　いない 20.0 5.4 9.7

　　無回答 - 0.4 -
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○近所の人との付き合いは、日本では「外でちょっと立ち話をする程度」が増加し７割 

を占める。 

・近所の人たちと会話をする頻度（単なるあいさつを除く）は、「ほとんど毎日」の割合が日本は

22.7％で、５か国中最も低い。また、日本では、１週間のうちに「ほとんどない」割合が 31.6％

と、５か国中最も高い。 

・近所の人たちとの付き合い方は、日本では「外でちょっと立ち話をする程度」（70.7％）が増加

している。 

 

 

Ｑ45「あなたは、週に何回ぐらい、近所の人たちと話をしますか。単なるあいさつは除い

て下さい。」 

 
（表 63） （％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）１の項目は、第４回は「毎日」。 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 15.6 17.5 15.9 13.9 21.0 24.6 22.7 34.8 38.3 32.2 27.5 29.2 24.3 29.4

２　週に４、５回 8.8 10.4 13.8 10.1 11.7 8.8 9.4 12.7 14.2 15.3 13.2 7.6 8.1 11.3

３　週に２、３回 20.6 20.2 24.3 22.6 24.4 20.4 19.9 22.7 19.3 18.6 21.6 20.6 19.2 17.7

４　週に１回 21.4 20.2 21.0 26.2 17.4 18.8 16.3 21.1 19.5 11.5 14.5 16.6 17.7 12.4

５　ほとんどない 31.9 31.5 24.3 27.0 25.5 27.4 31.6 7.0 7.0 21.5 21.7 25.0 30.7 29.2

　　無回答 1.6 0.2 0.6 0.2 - - 0.1 1.7 1.8 1.0 1.4 1.0     - -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　ほとんど毎日 43.4 55.3 47.0 58.9 58.7 40.9 29.2 32.6 33.4 39.4 40.5 32.5 33.1

２　週に４、５回 12.0 10.7 18.1 9.7 8.5 18.0 15.6 21.0 10.6 12.4 13.2 8.2 11.2

３　週に２、３回 13.9 10.5 14.5 9.1 9.2 16.5 27.8 22.3 24.0 21.8 22.6 18.5 20.9

４　週に１回 13.4 8.7 10.0 7.9 7.8 11.7 9.9 10.6 12.3 13.3 14.8 19.8 17.2

５　ほとんどない 17.0 14.8 10.4 14.5 15.7 12.8 17.3 12.3 19.7 13.0 8.6 21.1 17.6

　　無回答 0.2 - - - - - 0.3 1.2 - 0.1 0.2 - -



 

－ 23 － 

  

Ｑ46「近所の人とは、どのようなお付き合いをなさっていますか。」 

 
（表 64） （近所の人たちと週に 1 回以上、お付き合いをする方に）○付数字は順位（複数回答）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）３の項目は、第４回は「相談ごとがあった時、相談をする」。 

４の項目は、第４回は「家事を助け合う」。 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　お茶や食事を一緒にする 30.9 32.3 32.0 32.4③29.3 29.1 28.2 32.8 36.4 34.7

２　趣味をともにする 26.8 24.3 25.4 25.5 20.2 22.1 18.8 18.1 20.9 19.4

３　相談ごとがあった時、相談したり、
    相談されたりする

24.3 26.4 29.2 24.2 22.6 45.4 46.2 41.3 35.8②36.9

４　家事やちょっとした用事をしたり、
    してもらったりする

4.6 4.4 6.5 8.2 10.1 16.6 18.3 16.5 10.4 17.7

５　病気の時に助け合う 13.9 13.2 9.8 8.7 9.3 53.4 46.2 38.6 34.3③36.2

６　物をあげたりもらったりする 61.7 63.3 61.2 51.4②51.6 41.1 41.7 32.0 22.1 21.8

７　外でちょっと立ち話をする程度 48.9 48.7 53.5 66.3①70.7 37.7 40.7 38.6 43.6①45.8

８　その他 2.8 2.8 2.2 2.5 1.2 16.2 8.2 10.9 2.7 3.4

　　無回答 0.3 0.8 0.1 - 0.1 0.1 0.4 0.7 0.3 1.6

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　お茶や食事を一緒にする 46.9 57.1 62.0 65.3①64.2 35.1 32.9 42.1 42.4②42.0 54.1②44.4

２　趣味をともにする 21.8 29.8 24.4 30.4 18.4 11.8 13.5 18.5 20.9 16.5 15.3 13.1

３　相談ごとがあった時、相談したり、
    相談されたりする

50.8 49.8 30.0 40.2③29.0 40.5 52.7 54.4 52.4①49.6 27.2③32.9

４　家事やちょっとした用事をしたり、
    してもらったりする

36.9 25.8 18.0 23.5 10.8 9.2 9.2 6.5 7.4 8.8 3.7 4.1

５　病気の時に助け合う 33.3 18.8 20.1 20.0 9.5 21.9 28.6 25.5 22.8 28.3 16.6 16.7

６　物をあげたりもらったりする 17.4 16.2 4.2 6.3 1.7 45.2 49.4 18.2 13.7 14.2 12.3 32.7

７　外でちょっと立ち話をする程度 42.8 40.7 48.3 37.9②51.3 47.6 49.5 52.7 35.5③32.0 80.1①86.4

８　その他 2.9 - 2.8 1.6 0.7 7.2 7.6 5.6 4.7 0.9 2.3 3.2

　　無回答 0.1 0.1 - - - 0.1 0.6 - 0.2 0.4 - -



 

－ 24 － 

  

○日本及び韓国は、家族以外に「相談や世話をし合う親しい友人」がいる割合が、欧米３

か国に比べて低く、特に異性の友人がいる割合が低い。 

・「家族以外で相談し合ったり、世話をし合ったりする親しい友人」がいる割合は、スウェーデン

（88.7％）が最も高く、次いで、アメリカ（84.3％）、ドイツ（80.0％）となっており、日本（73.7％）

及び韓国（68.7％）のアジア２か国は、欧米３か国に比べてやや低くなっている。 

・友人の性別をみると、日本及び韓国では「同性の友人がいる」（日本 53.2％、韓国 62.9％）が過

半数となっている。 

・友人が「いずれもいない」割合は、日本（26.2％）及び韓国（31.3％）のアジア２か国では、ア

メリカ（15.7％）、ドイツ（17.7％）、及びスウェーデン（11.4％）の欧米３か国に比べて、高い

割合となっている。 

 

 

Ｑ47「あなたは、家族以外の人で相談し合ったり、世話をし合ったりする親しい友人がい

ますか。」 

 
（表 65）  （％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
１
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

 友人がいる 68.2 66.3 70.5 69.0 75.2 70.1 73.7 90.6 93.3 91.7 90.1 87.1 84.6 84.3

同性の友人がいる 57.3 54.1 60.0 57.9 56.3 50.4 53.2 32.2 24.9 27.4 31.0 33.2 41.8 43.4

異性の友人がいる 0.9 1.4 1.5 1.6 1.0 1.2 1.0 1.1 1.4 1.6 2.2 2.7 2.7 3.6

同性と異性の友人がいる 10.0 10.8 9.0 9.5 17.9 18.5 19.5 57.3 67.0 62.7 56.9 51.2 40.1 37.3

 いずれもいない 29.0 33.4 28.7 30.5 24.8 29.9 26.2 8.9 6.6 7.9 9.4 11.5 15.2 15.7

2.8 0.3 0.9 0.5 -      - 0.1 0.5 0.1 0.4 0.5 1.4 0.2 -

韓　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
３
回

第
４
回

第
５
回

第
６
回

第
７
回

第
５
回

第
７
回

 友人がいる 72.5 66.4 68.7 61.0 64.3 68.7 85.4 88.0 83.0 77.8 80.0 92.2 88.7

同性の友人がいる 38.9 60.2 62.5 55.3 55.1 62.9 25.7 28.6 26.5 29.3 32.6 26.4 28.4

異性の友人がいる 30.0 1.1 2.4 1.8 1.0 0.8 0.7 0.6 1.2 2.8 2.4 2.5 2.7

同性と異性の友人がいる 3.6 5.1 3.8 3.9 8.2 5.0 59.0 58.8 55.3 45.7 45.0 63.3 57.6

 いずれもいない 27.3 33.6 31.3 39.0 35.8 31.3 13.8 11.9 17.0 22.0 17.7 7.8 11.4

0.1 - 0.1 -      - - 0.9 0.1 - 0.1 2.3 - - 無回答

 無回答



 

－ 25 － 

  

○ボランティア活動を経験したことのある高齢者が増加。 

・日本では、ボランティア活動その他の社会活動に参加したことのある人が増加（平成 17 年 46.6％

→平成 22 年 48.3％）。 

・ボランティア活動に現在参加していない人でも、ボランティア活動に｢関心がない｣人は 15.9％の

みで、５か国の中で最も少ない。 

 

 

Ｑ48「あなたは福祉や環境を改善することなどを目的としたボランティア活動その他の社

会活動を行っていますか。」 

 
（表 66） ○付数字は順位（複数回答）（％） 

 
 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　近隣の公園や通りなどの清掃等の
　　美化活動

12.8①14.2 3.9 7.0

２　地域行事、まちづくり活動 12.8②13.3 13.0③12.5

３　環境保全・自然保護活動 3.9 2.9 5.1 5.5

４　交通安全や防犯・防災に関する活動 4.3③ 5.9 1.8 3.4

５　子供や青少年の健全育成に関する活動 3.0 3.7 5.7 5.7

６　趣味やスポーツ、学習活動などの指導 5.8 5.3 7.3 9.0

７　高齢者や障害者の話し相手や身の
　　回りの世話

4.4 4.0 5.9 9.7

８　医療機関や福祉施設等での手伝い・
　　支援活動

2.4 1.9 3.7 3.6

９　国際交流・国際支援活動 1.1 1.0 1.1 1.3

10　消費者活動 0.5 0.3 1.2 2.1

11　宗教・政治活動 2.7 3.0 28.7①28.7

12　自分の趣味や技能などを活かした
　　支援活動

5.7 5.4 11.5②14.2

13　その他 2.4 0.8 2.6 4.0

14　以前には参加していたが、今は
　　参加していない

15.9 17.0 21.5 17.8

15　全く参加したことがない 53.4 51.7 32.3 33.1

　　無回答 - -     - 2.0

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　近隣の公園や通りなどの清掃等の
　　美化活動

5.6③ 2.5 2.8 4.4 10.3

２　地域行事、まちづくり活動 1.9 1.9 4.3 5.7 ①16.4

３　環境保全・自然保護活動 2.8 1.2 5.9③ 6.0 8.5

４　交通安全や防犯・防災に関する活動 1.0 0.8 1.0 0.9 4.5

５　子供や青少年の健全育成に関する活動 0.5 0.3 2.2 3.1 3.0

６　趣味やスポーツ、学習活動などの指導 2.6② 2.9 4.8 4.8 8.1

７　高齢者や障害者の話し相手や身の
　　回りの世話

4.0 1.4 4.4③ 6.0 ③11.1

８　医療機関や福祉施設等での手伝い・
　　支援活動

1.6 1.1 1.8 1.7 3.4

９　国際交流・国際支援活動 - - 1.5 1.7 6.5

10　消費者活動 - 0.2 0.9 0.5 0.8

11　宗教・政治活動 10.5① 8.4 10.8①10.7 ②12.6

12　自分の趣味や技能などを活かした
　　支援活動

1.1 1.2 10.5② 9.8 9.2

13　その他 1.2 0.5 4.5 2.5 11.2

14　以前には参加していたが、今は
　　参加していない

7.0 8.1 20.8 19.8 17.7

15　全く参加したことがない 72.5 74.2 46.2 42.9 28.3

　　無回答 - 0.1 0.1 3.1 -



 

－ 26 － 

  

Ｑ49「あなたがこのような社会活動に現在参加していない理由をお答え下さい。」 

  
（表 67） （ボランティア活動に参加したことがない、以前は参加していたが現在は参加していない方に）（複数回答）（％） 

 

 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　関心がない 18.3 15.9 39.2 45.8

２　やりたい活動がみつからない 11.1 10.3 11.5 16.1

３　近くに適当な場が見つからない 7.7 6.8 5.2 4.3

４　一緒にやる仲間がみつからない 4.3 3.9 3.3 2.4

５　家族や周囲の理解が得にくい 0.5 0.6 1.1 1.0

６　家族の介護をしている 3.4 3.6 3.5 2.8

７　これまでのキャリアにふさわしくない 0.5 0.2 0.6 0.2

８　他にやりたいことがある 8.0 10.3 19.0 16.1

９　時間的・精神的ゆとりがない 22.4 32.2 17.1 22.6

10　健康上の理由、体力に自信がない 33.9 31.5 23.0 22.8

11　団体内での人間関係がわずらわしい 2.7 3.9 0.4 2.6

12　経済的余裕がない 2.1 2.1 2.4 4.7

13　その他 8.7 3.8 1.5 2.6

　　無回答 1.0 0.9 0.4 5.1

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　関心がない 36.3 47.6 41.0 37.3 28.0

２　やりたい活動がみつからない 20.5 25.0 13.1 14.1 17.5

３　近くに適当な場が見つからない 9.5 7.1 13.1 8.9 3.5

４　一緒にやる仲間がみつからない 3.5 2.8 4.2 2.7 2.9

５　家族や周囲の理解が得にくい 0.1 0.2 1.5 1.3 0.4

６　家族の介護をしている 1.2 2.2 11.7 7.9 9.7

７　これまでのキャリアにふさわしくない 1.5 1.6 - - -

８　他にやりたいことがある 2.5 1.8 17.5 19.5 27.8

９　時間的・精神的ゆとりがない 35.4 38.7 9.9 14.3 19.6

10　健康上の理由、体力に自信がない 35.8 24.2 22.3 26.2 16.7

11　団体内での人間関係がわずらわしい 1.7 1.5 1.9 2.7 3.3

12　経済的余裕がない 26.3 16.0 4.4 4.6 1.6

13　その他 1.6 0.1 6.6 1.3 4.5

　　無回答 0.2 - 0.9 3.3 -



 

－ 27 － 

  

○高齢者による情報機器の利用が急速に進んでいる。 

・高齢者による情報機器の利用は、いずれの国でも進んでおり、日本では｢携帯電話やＰＨＳで家

族・友人などと連絡をとる｣人が 58.6％と、５年前（28.0％）に比べて倍増している。また、日

本は５か国の中で「ファックスで家族・友人などと連絡をとる」（14.7％）人の割合が最も高い。 

 

 

Ｑ52「あなたは、次のような情報機器を使って、家族や友人と連絡をとったり、情報を探

したりしますか。あてはまるものを、すべてあげて下さい。」 

 
（表 70） （複数回答）（％） 

 
 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　ファックスで家族・友人などと
    連絡をとる

9.8 11.6 14.7 5.9 4.9 4.5

２　コンピュータの電子メールで家族・
    友人などと連絡をとる

2.6 8.3 15.3 19.6 32.4 44.3

３　インターネットで情報を集めたり、
    ショッピングをする

2.5 7.5 15.6 12.6 19.3 32.4

４　携帯電話やＰＨＳで家族・友人などと
    連絡をとる

13.4 28.0 58.6 21.7 47.2 72.2

５　携帯電話やＰＨＳで情報を集めたり、
    ショッピングをする

0.7 1.0 4.5 2.8 4.8 10.3

６　いずれも使わない 78.9 64.7 35.6 65.3 43.6 20.7

　　無回答 0.2 0.1 - 1.3 0.6 0.2

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　ファックスで家族・友人などと
    連絡をとる

0.7 0.7 0.2 4.9 6.3 4.4 5.3 1.7

２　コンピュータの電子メールで家族・
    友人などと連絡をとる

0.6 1.4 2.4 4.9 10.9 22.8 11.8 49.9

３　インターネットで情報を集めたり、
    ショッピングをする

0.8 1.6 2.2 2.9 7.3 13.8 8.2 45.4

４　携帯電話やＰＨＳで家族・友人などと
    連絡をとる

18.0 52.7 78.1 16.9 39.8 50.5 38.9 77.7

５　携帯電話やＰＨＳで情報を集めたり、
    ショッピングをする

2.6 2.7 1.6 1.9 2.0 2.2 2.8 6.5

６　いずれも使わない 79.7 45.2 20.5 77.6 55.0 41.3 55.1 13.7

　　無回答 - 0.1 - 0.4 0.7 0.8 - -



 

－ 28 － 

  

（７）不安・関心・満足度 

 

○韓国を除く４か国は、生活に満足している人の割合が９割を超える。 

・生活の総合的な満足度について、「満足している」と「まあ満足している」を合わせた割合が、

韓国（69.4％）を除く４か国では９割を超えている（日本92.7％、アメリカ94.7％、ドイツ95.1％、

スウェーデン 99.2％）。 

 

 

Ｑ57「総合的にみて、あなたは現在の生活に満足していますか。」 

 
（表 75） （％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　満足している 29.8 22.3 34.6 36.3 47.8 70.3 73.9 71.4

２　まあ満足している 57.5 62.9 56.7 56.4 41.5 24.6 21.8 23.3

３　やや不満である 11.0 12.2 7.5 6.1 8.0 2.9 3.0 4.3

４　不満である 1.5 2.6 1.2 1.2 1.5 0.9 1.3 1.0

　　無回答 0.3 0.1 0.1 - 1.2 1.4     - -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　満足している 7.5 12.2 11.1 9.8 52.2 33.3 58.7 61.1 59.5 69.9

２　まあ満足している 54.6 50.0 58.3 59.6 35.5 59.1 34.2 34.0 39.0 29.3

３　やや不満である 29.1 29.2 24.9 25.2 9.6 6.8 6.3 4.2 1.1 0.6

４　不満である 8.9 8.6 5.8 5.5 1.8 0.9 0.7 0.5 0.4 0.2

　　無回答 - - - - 0.9 - 0.2 0.3 - -



 

－ 29 － 

  

（８）政策に対する態度 

 

○日本は、「若い世代をもっと重視すべき」と考える割合が５か国の中で最も高い。 

・日本では、今後の政策で｢高齢者をもっと重視すべき｣と回答した者が 49.0％で最も多い。 

しかし、｢若い世代をもっと重視すべき｣が 28.4％と５か国中で最も高い割合となっている。 

 

 

Ｑ58「今後、政府の政策全般において、高齢者や若い世代に対する対応をどのようにして

いくべきだと考えますか。」 

 
（表 76） （％） 

 日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　高齢者をもっと重視すべき 40.7 49.0 63.8 62.2

２　現状のままでよい 20.1 14.5 15.0 17.1

３　若い世代をもっと重視すべき 26.1 28.4 9.6 7.8

４　わからない 12.8 8.1 11.6 12.9

　　無回答 0.2 -     - -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　高齢者をもっと重視すべき 73.4 59.5 51.1 50.2 48.7

２　現状のままでよい 10.1 19.0 18.7 26.2 18.8

３　若い世代をもっと重視すべき 10.5 16.4 18.9 16.7 23.8

４　わからない 6.0 5.1 11.0 6.9 8.7

　　無回答 - - 0.3 - -



 

－ 30 － 

  

○日本では、「介護や福祉サービス」と「高齢者向けの住宅」を重視する人が増加 

・「高齢者に対する政策や支援で大切だと思うもの」は、日本では「介護や福祉サービス」（60.9％）、

「医療サービス」（59.5％）、「公的な年金制度」（57.6％）が拮抗しており、高齢者が最も重視す

る政策分野は、介護・福祉、医療、年金となっている。 

・５年前と比較して、重視する人が最も増加している政策は、「介護や福祉サービス」（12.1 ポイン

ト増）であり、次いで「高齢者向けの住宅」（8.4 ポイント増）、「高齢者に配慮した街づくり（交

通機関、道路等の整備）」（6.9 ポイント増）、「医療サービス」（6.8 ポイント増）である。 

 

 

Ｑ59「あなたが大切だと思う、高齢者に対する政策や支援はどれですか。この中からあて

はまるものをすべてお答え下さい。」 

 
（表 77） ○付数字は順位（複数回答）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注） 第５回までは以下の文言で聞いた。

１　働く場所を確保する ６　ボランティア活動や学習のための場を確保する

２　公的な年金制度を充実させる ７　(第６回からの設問）

３　老後のための個人的な財産形成（財形、個人年金等）を充実させる ８　高齢者向けの住宅を整備し、充実させる

４　医療サービスを整備し、充実させる ９　高齢者に配慮した街づくり（交通機関、道路等の整備）を目指す

５　介護や福祉サービスを整備し、充実させる 10　事故や犯罪防止（財産目当ての犯罪、交通事故等）の対策を行う

11　高齢者の人権について、一般市民に理解してもらう

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　働く場の確保 30.6 24.5 24.3 33.3 60.9 66.4

２　公的な年金制度 67.8 52.4③57.6 76.2 78.3①80.2

３　老後のための個人的な財産形成（財形、
　　個人年金等）の支援

23.1 11.3 13.3 24.5 57.0 68.6

４　医療サービス 57.3 52.7②59.5 62.8 80.3②76.0

５　介護や福祉サービス 54.1 48.8①60.9 32.7 67.3③68.0

６　ボランティア活動のための場の確保 15.7 10.8 10.5 9.2 41.7 54.7

７　学習のための場の確保 7.5 8.5 36.0 48.6

８　高齢者向けの住宅 23.5 12.8 21.2 19.2 56.9 61.6

９　高齢者に配慮した街づくり（交通機関、
　　道路等の整備）

33.2 18.6 25.5 12.0 45.1 57.9

10　事故や犯罪防止（財産目当ての犯罪、
　　交通事故等）

23.1 21.4 16.9 14.0 37.0 54.4

11  高齢者の人権について、一般市民の
　　理解の促進

18.4 10.8 15.0 10.5 42.4 58.1

12　その他 2.2 2.4 1.7 1.8 1.0 3.1

　　無回答 2.5 2.1 1.2 1.9 0.4 6.0

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　働く場の確保 47.3 54.5②54.6 24.5 27.3 29.0 11.8 42.1

２　公的な年金制度 58.6 49.1 43.9 87.0 72.9①65.4 85.6①76.8

３　老後のための個人的な財産形成（財形、
　　個人年金等）の支援

14.3 31.2 24.9 25.1 41.3 38.8 24.5 37.0

４　医療サービス 50.6 72.9①61.8 52.6 44.6③45.6 63.7③69.7

５　介護や福祉サービス 45.2 49.0③53.1 55.9 44.2②49.1 59.9②72.6

６　ボランティア活動のための場の確保 14.7 10.5 10.0 21.1 19.2 22.5 33.3 45.4

７　学習のための場の確保 6.7 3.9 10.6 14.0 26.8

８　高齢者向けの住宅 21.6 31.6 21.4 38.7 26.4 29.9 37.5 66.8

９　高齢者に配慮した街づくり（交通機関、
　　道路等の整備）

27.3 26.5 16.4 31.2 30.2 36.5 43.9 39.4

10　事故や犯罪防止（財産目当ての犯罪、
　　交通事故等）

12.3 10.4 7.3 41.5 31.4 32.6 44.5 49.0

11  高齢者の人権について、一般市民の
　　理解の促進

13.8 28.3 21.0 35.5 31.9 33.2 31.4 41.4

12　その他 0.8 0.8 0.5 1.3 3.2 0.8 1.1 3.0

　　無回答 2.7 0.2 0.1 0.1 2.3 12.4 - -



 

－ 31 － 

  

○「税や保険料の負担が増えても社会保障の水準を維持すべき」とする人が増加。 

・日本では、たとえ、今後、税や保険料の負担を増やすことになっても、社会保障制度の現在の水

準については「できるだけ維持すべき」と回答した者が最も多い（38.8％）ものの、「向上させる

べき｣が大きく増加（平成 17 年 18.9％→平成 22 年 29.2％）。 

 

 

Ｑ60「社会保障制度の水準や負担の在り方について、あなたはどの考えに近いですか。」 

 
（表 78） （％） 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　たとえ、今後、税や保険料の負担を
　　増やすこととなっても、社会保障制度
　　の現在の水準は向上させるべき

18.9 29.2 43.2 40.2

２　たとえ、今後、税や保険料の負担を
　　増やすこととなっても、社会保障制度
　　の現在の水準はできるだけ維持すべき

37.4 38.8 31.8 29.1

３　できるだけ、今後、税や保険料の負担を
　　増やさないようにするためには社会保障
　　制度の現在の水準が下がってもやむを
　　得ない

21.3 17.5 8.8 15.4

４　わからない 21.7 14.5 15.8 15.3

　　無回答 0.7 - 0.4 -

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　たとえ、今後、税や保険料の負担を
　　増やすこととなっても、社会保障制度
　　の現在の水準は向上させるべき

54.6 50.1 35.4 36.6 48.9

２　たとえ、今後、税や保険料の負担を
　　増やすこととなっても、社会保障制度
　　の現在の水準はできるだけ維持すべき

11.6 17.0 30.0 33.8 37.9

３　できるだけ、今後、税や保険料の負担を
　　増やさないようにするためには社会保障
　　制度の現在の水準が下がってもやむを
　　得ない

13.9 16.2 17.8 19.1 5.1

４　わからない 19.9 16.6 16.1 10.6 8.2

　　無回答 - - 0.7 - -



 

－ 32 － 

  

（基本属性） 

 

○日本は単身者の割合が５か国の中で最も低く、未婚の子どもとの同居率が最も高い。 

・本調査の調査対象者の基本属性をみると、「家族との同居の状況」は、各国とも「配偶者あるい

はパートナー」（日本70.8％、アメリカ45.9％、韓国60.1％、ドイツ55.6％、スウェーデン64.8％）

の割合が最も高い。 

・配偶者以外との同居の状況では、日本及び韓国では「未婚の子供（男・女）」（日本 23.2％、韓国

19.0％）の割合が高い。 

・「一緒に暮らしている人はいない」人（単身者）の割合は、日本（12.8％）が５か国の中で最も

低い。 

 

 

Ｆ４「あなたは、現在、どなたと一緒に暮らしていますか。養子の方も含めて下さい。」 

 

（表４）                                             （複数回答）（％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注）１の項目は第４回までは「あなたの配偶者」。 

２の項目は第６回までは「既婚の子供（男）」。 

３の項目は第６回までは「既婚の子供（女）」。 

５の項目は第４回までは「子供の配偶者」。 

７の項目は第４回まではなかった。 

８の項目は第４回までは「その他の家族」。 

９の項目は第４回までは「親族以外の人」。 

日　　　本 ア　メ　リ　カ

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
１
回

第
2
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

１　あなたの配偶者あるいはパートナー　 65.4 69.5 77.4 69.8 72.5 69.7 70.8 47.0 49.0 49.4 46.1 45.4 48.7 45.9
２　既婚（離死別を含む）の子供（男） 41.0 40.4 33.3 32.1 25.2 19.8 15.0 0.9 0.7 1.0 1.1 1.4 2.6 3.0
３　既婚（離死別を含む）の子供（女） 9.2 10.2 8.6 9.6 8.1 7.4 7.3 2.5 2.0 2.7 2.5 2.9 4.3 3.8
４　未婚の子供（男・女） 34.0 34.8 26.8 27.3 20.5 20.1 23.2 1.6 0.8 1.3 1.2 11.1 12.4 9.0
５　子供の配偶者あるいはパートナー 18.7 16.0 16.3 17.2 21.2 16.6 12.8 9.0 10.6 11.8 12.5 1.4 3.5 2.5
６　孫 41.0 38.0 33.3 30.2 23.2 18.8 17.7 3.8 2.3 4.3 6.6 5.3 5.2 8.4
７　兄弟・姉妹 1.1 1.0 1.3 1.1 0.4 1.6
８　その他の家族・親族 2.9 4.8 4.3 5.9 4.8 5.3 5.7 4.1 3.7 4.6 3.6 1.7 2.1 2.9
９　家族・親族以外の人 0.7 0.4 0.2 0.8 0.4 0.5 0.3 2.3 2.1 3.7 3.7 3.2 2.9 4.1
10　一緒に暮らしている人はいない 5.7 6.7 5.6 8.0 9.6 11.0 12.8 41.3 39.6 35.1 40.0 40.1 35.4 37.5
　　無回答 0.3 - 0.6 0.3 0.4 - - 0.3 0.2 0.3 0.4 1.2 0.1 0.7

韓　　　国 ド　イ　ツ スウェーデン

第
１
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
3
回

第
4
回

第
5
回

第
6
回

第
7
回

第
5
回

第
7
回

１　あなたの配偶者あるいはパートナー　 52.7 53.4 53.3 60.0 59.0 60.1 45.4 50.4 50.6 51.7 55.6 54.7 64.8
２　既婚（離死別を含む）の子供（男） 54.1 39.4 37.5 28.1 21.2 16.0 4.1 2.4 2.6 1.6 2.0 1.8 0.4
３　既婚（離死別を含む）の子供（女） 4.5 3.4 3.6 3.6 3.2 3.4 3.4 2.3 3.4 2.2 2.0 0.6 0.1
４　未婚の子供（男・女） 52.7 36.9 35.5 19.8 18.1 19.0 3.9 1.5 5.2 6.6 5.5 1.3 1.9
５　子供の配偶者あるいはパートナー 31.5 18.8 13.8 24.4 20.0 13.3 8.0 8.2 2.1 1.1 0.8 0.3 0.1
６　孫 58.0 43.4 38.6 29.4 20.8 17.5 4.9 3.0 1.5 2.5 1.7 0.1 0.2
７　兄弟・姉妹 - 0.1 0.2 0.8 0.7 0.2 0.2 0.2
８　その他の家族・親族 2.3 1.4 0.7 1.4 0.8 0.9 3.8 1.8 1.4 1.0 0.5 0.1 0.4
９　家族・親族以外の人 0.8 0.5 0.1 0.9 0.2 0.6 2.4 1.9 1.6 1.4 1.2 0.5 -
10　一緒に暮らしている人はいない 4.3 11.3 13.7 13.9 19.5 21.0 38.3 38.7 35.9 39.5 37.8 41.7 34.1
　　無回答 - 0.1 0.2 - - - 0.2 0.5 2.1 0.2 - 1.8 -


